
佐賀さいこう！企画アカデミア募集要領 

 

佐賀県は、県内の大学生等が佐賀の素晴らしさを発掘・再認識する機会として、佐賀の素

晴らしさを語り、その素晴らしさを活かした企画・政策で競い合う企画コンテストを開催す

ることとし、本要領のとおり参加者を募集します。 

 

１ 募集目的 

 本事業に参加した大学生及び県民の「佐賀県を誇りに思う意識」や「佐賀県への愛着度」

を高める契機とします。 

 また、本事業に参加した大学生と、アドバイザーや審査員として参加する企業・クリエイ

ターのネットワーク構築を目指します。 

 

２ 募集内容 

 佐賀県の地域資源を活かした企画・政策 

 

３ 募集期間 

 令和８年５月 22 日（金）～令和８年７月 26 日（日） 

 

４ 応募資格 

 以下の２つの条件に該当する者又は該当する者で結成する３名以下のチーム。 

（１）佐賀県内の大学又は短期大学（佐賀大学、西九州大学、武雄アジア大学、九州龍谷短

期大学、西九州大学短期大学部、佐賀女子短期大学）及び、早稲田大学又は慶應義塾

大学に在籍する学生。（大学院生を含む） 

（２）下記「５ 事業概要」に記載する「企画のブラッシュアップ」及び「企画コンテスト」

に参加できること。 

※応募資格を満たす異なる大学又は短期大学の学生による合同チームでの出場も可とする。 

 

５ 事業概要 

（１）予選 

   審査方式：書類及びプレゼン動画による審査 

   実 施 日：８月上旬 

   選考チーム数：６チーム（予定） 

※別表の審査基準に基づき、さが創生推進課が指定する審査員で審査を行います。 

※審査結果は令和８年８月 12 日（水）までに、下記「６ 応募方法」に則って応募のあっ

たチームの代表者に対し、電子メールにより通知します。 

 



（２）企画のブラッシュアップ 

   予選を通過した６チーム（予定）は、企画コンテストに向けて下記の内容で提案企画

のブラッシュアップを行う。 

 ア 集合講座「SAGA MIRAI ACADEMY～想いをカタチにする企画力講座～」 

  日程：令和８年８月 31 日（月）14 時 30 分～17 時 00 分（予定） 

  会場：佐賀県庁新館地下１階 SAGACHIKA（佐賀市城内 1 丁目 1 番 59 号） 

  内容：各チーム専属アドバイザーとの顔合わせや企画力を磨くための講座など 

※専属アドバイザーは、各チームの提案企画の内容に応じて県が選定・マッチングします。 

※早稲田大学、慶應義塾大学からの参加者については、航空券及び宿泊に係る費用を佐賀県

が負担します。 

イ オンラインミーティング 

  期間：令和８年９月中 

  内容：各チームで専属アドバイザーと調整し、企画の内容やプレゼン方法を磨き上げる

ためのミーティングを行う。（期間中に３回程度） 

 

（３）企画コンテスト 

  日 程：令和８年 10 月４日（日） 

  会 場：佐賀市歴史民俗館 旧古賀銀行（佐賀市柳町 2 番 9 号） 

  内 容：各チームから審査員に向けて提案企画をプレゼンし、最優秀チームを決定しま

す。コンテスト終了後、参加者同士の親睦を深める交流会を開催します。 

  審査員：佐賀県知事 山口 祥義 

株式会社 HAKUHODO DESIGN 代表取締役共同 CEO 山口 綱士 氏 

株式会社オプティム 代表取締役社長 菅谷 俊二 氏 

旅館あけぼの 代表取締役 音成 亜美 氏 

  副 賞：最優秀チームは、「佐賀の学びを深める海外研修」に招待します。（令和９年２

月予定） 

※早稲田大学、慶應義塾大学からの参加者については、航空券及び宿泊に係る費用を県が負

担します。 

※副賞の海外研修は、不測の事態により中止となる場合があります。中止となった場合は、

別途副賞を贈呈します。 

 

６ 応募方法 

 応募フォーム（https://logoform.jp/form/jbBd/1524976）から、下記の項目について回答

を入力のうえ送信する。 

 応募フォームへの入力、プレゼン資料の作成及びプレゼン発表は日本語で行うこと。 

【応募フォーム設問】 



〈参加チームに関する設問〉 

・チーム名（個人参加の場合は氏名またはニックネームを記載すること。） 

・チーム代表者の氏名、電話番号及びメールアドレス 

・チームメンバー全員の氏名、所属大学名、学部・学科名及び学年 

※応募資格を満たす異なる大学の学生による合同チームでの出場も可とする。 

・ゼミや研究室、サークル等の団体名（団体メンバーでの参加の場合） 

〈確認事項〉 

・募集要領の内容について 

〈提案する企画・政策に関する設問〉 

・提案企画の題材とする佐賀県の地域資源や政策 

・提案企画のキャッチコピー 

・提案企画の具体的な内容（200 字～800 字程度） 

・提案企画を思いついたきっかけや理由（200～800 字程度） 

・提案企画のプレゼン資料 

・提案企画の参考資料（提案企画に関連する大学での研究やサークル活動の概要資料など） 

・提案企画をプレゼンする様子を撮影した動画（3 分程度、チーム全員の発表の様子が写る

ように撮影すること、スマートフォンを使用する場合は横画面で撮影すること）。 

 

７ 留意事項 

（１）メールの受信設定について 

・応募フォームからの申込後、代表者メールアドレス宛に「no-reply@logoform.st-

japan.asp.lgwan.jp」から自動返信メールが送付されますので、メールが受信できるよう

に必ず事前に設定を行ってください。 

・予選の審査結果について、代表者メールアドレス宛に「sagasousei@pref.saga.lg.jp」から

メールで通知しますので、メールが受信できるように必ず事前に設定を行ってください。 

 

（２）応募作品の知的財産権について 

・提案企画の内容・アイデア、プレゼンで使用する資料やプレゼン発表での表現など、本事

業に参加するために応募者が考案・制作したもの（以下、応募作品とする）に係る一切の

権利は、応募者に帰属します。ただし、当事業をはじめとした佐賀県の事業の広報のため

に、応募作品を県ウェブサイト等で公表する可能性があります。当コンテストへの応募を

もって、佐賀県が応募作品を公表することに同意したものとみなしますので、応募者の責

任で法的保護の対策をしたうえで、公表しても支障がない内容で応募してください。 

・応募作品に著作物（イラスト、写真、音楽、映像等）が使用されている場合、著作権者の

許諾を得て応募がなされたものとみなします。第三者からの権利侵害、損害賠償等の主張

がなされたとしても、応募者が自らの責任で対処することとし、佐賀県及び当事業の受託



事業者は一切の責任を負いません。 

 

（３）生成 AI の活用について 

・提案企画の制作に生成 AI を活用された場合は、応募者が自ら裏付けとなる事実の確認や

検証を行ったものとみなします。第三者からの権利侵害、損害賠償等の主張がなされたと

しても、応募者が自らの責任で対処することとし、佐賀県及び当事業の受託事業者は一切

の責任を負いません。 

 

（４）事業期間中に撮影した写真や映像の利用について 

・事業期間中に撮影した写真や映像については、佐賀県の事業の広報のために、県ウェブサ

イト等で公表する可能性があります。当コンテストへの応募をもって、佐賀県が写真や映

像（応募者が肖像権を有するものも含む）を公表することを同意したものとみなします。 

 

８ 実施主体 

 主催：佐賀県 

 受託事業者：ノギ 

 協力：佐賀大学、西九州大学、武雄アジア大学、九州龍谷短期大学、西九州大学短期大学

部、佐賀女子短期大学、早稲田大学、慶應義塾大学飯盛義德研究室 

 

９ その他 

・応募フォームに記載された個人情報は、本事業の運営のためにのみ使用し、本人たちの承

諾なしに第三者へ提供することはありません。また、佐賀県さが創生推進課内では、必要

最小限の職員がこれを取り扱います。 

・企画のブラッシュアップ及び企画コンテストに係る連絡調整等については、受託事業者が

行います。 

 

10 問い合わせ先 

 佐賀県さが創生推進課（担当：古川） 

 〒840-8570 佐賀市城内一丁目 1 番 59 号 

 TEL : 0952-25-7505 

 E-mail：sagasousei@pref.saga.lg.jp 

  

mailto:sagasousei@pref.saga.lg.jp


別表  審査基準 

 

項目 基準 配点 

愛着度 ○ 佐賀への愛着、誇りが伝わる企画になっているか 10 

表現力 
○ 提案に至った経緯、企画の内容、企画により得られる効果にストーリー性があるか 

○ 大学での学びを生かして表現し、伝えることができているか 
15 

着眼点・ 

発想力 

○ 若者ならではの斬新な視点や新たな発想で企画を展開できているか 

○ インパクトがあり、面白い企画になっているか 
20 

現状把握・

論理性 

○ 地域資源や地域課題の現状を把握できているか 

○ 企画のコンセプト、目的、手段が一貫していて、論理的に組み立てられているか 
20 

共感性・ 

拡散力 

○ 佐賀の素晴らしさが伝わり、応援してもらえるような企画となっているか 

○ 地域を巻き込み、影響があるような企画になっているか 
20 

効果 ○ 未来に向けて佐賀県の素晴らしさを継続して発揮できる企画となっているか 15 

総計 100 点 

 


